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共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

高
橋
一
樹

研
究
目
的

　

基
盤
研
究
「
中
近
世
に
お
け
る
武
士
と
武
家
の
資
料
論
的
研
究
」（
以
下
、
本
研

究
と
す
る
）
は
、
日
本
に
お
け
る
通
史
的
武
士
論
構
築
の
た
め
の
段
階
的
・
問
題
提

起
的
研
究
と
し
て
、
中
世
・
近
世
の
武
家
文
書
以
下
の
各
種
資
料（
群
）に
も
と
づ
い

た
新
し
い
時
代
像
・
歴
史
像
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
の
一

端
を
企
画
展
示
と
し
て
構
成
、
公
開
し
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
社
会
一
般
か
ら
の
意

見
・
批
判
を
含
め
て
、
研
究
の
到
達
点
の
可
視
化
と
新
た
な
研
究
課
題
の
発
見
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
武
家
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
、
①
内
容
分
析
に
よ
る
歴
史
叙
述
、

②
様
式
分
類
を
中
心
と
し
た
古
文
書
学
的
研
究
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
中
世
と
近
世
と
い
う
既
存
の
時
代
区
分
に
依
拠
し
て
研

究
が
分
断
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
世
以
来
の
考
証
史
学
的
手
法
と
近
代

歴
史
学
に
共
通
す
る
古
文
書
の
偏
重
姿
勢
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
一
緒
に
伝
来
し
た
多

様
な
史
資
料
と
の
関
連
性
が
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。　

　

し
か
し
、
一
二
世
紀
末
葉
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に
お
よ
ぶ
武
人
政
権
の
断
続
的
な

出
現
や
「
武
士
」「
侍
」
の
存
在
と
い
っ
た
歴
史
的
事
実
、
あ
る
い
は
近
代
以
降
の

武
士
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産
や
新
た
な
創
出
と
い
っ
た
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関

係
に
照
ら
し
て
も
、
従
来
型
の
縦
割
り
的
な
研
究
方
法
が
も
つ
弊
害
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
。

比
較
史
的
研
究
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
よ
う
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
武
人
政
権

の
存
続
と
武
士
の
行
政
官
僚
化
は
特
殊
日
本
的
な
現
象
で
あ
る
。
武
士
が
文
書
行
政

の
担
い
手
と
し
て
展
開
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
は
じ
め
、
武
士
や
そ
の
家
に
も
と
め
ら
れ

る
政
治
的
・
社
会
的
要
素
の
変
化
が
文
書
以
下
の
モ
ノ
資
料
に
い
か
に
反
映
し
、
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
つ
ま
り
武
士
を
武
士
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
な

に
か
、
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
自
明
で
は
な
い
。

文
書
な
ど
の
武
士
関
係
資
料
は
、
家
を
媒
介
と
し
て
一
定
の
時
間
軸
の
も
と
に
連

続
性
を
も
っ
て
伝
来
・
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
注
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
固
定
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
文
書
の
内
容
や
性
格
の
移
り
変
わ

り
（
中
世
の
権
利
証
書
か
ら
近
世
の
儀
礼
資
料
へ
）、
文
書
そ
の
も
の
の
移
動
や
偽

作
、
頻
繁
な
書
写
や
情
報
の
改
竄
・
隠
蔽
、
資
料
群
と
し
て
の
再
編
成
の
繰
り
返
し

な
ど
、
モ
ノ
と
し
て
の
動
態
的
な
要
素
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
行
う

人
間
＝
武
士
の
意
識
や
武
士
（
武
家
）
の
連
続
と
断
絶
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を

取
り
巻
く
国
家
・
社
会
の
あ
り
方
を
読
み
解
き
、
既
存
の
時
間
区
分
と
は
異
な
る
新

た
な
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。

本
研
究
は
、
武
家
文
書
の
通
時
代
的
研
究
の
必
要
性
を
訴
え
る
近
年
の
研
究
動
向
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も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
既
存
の
時
代
区
分
の
枠
を
取
り
除
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
観
点

か
ら
文
書
以
下
の
武
家
資
料
群
を
原
本
調
査
に
即
し
て
分
析
す
る
。

さ
し
あ
た
っ
て
は
、
モ
ノ
と
し
て
の
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
も
と
よ
り
、
文

書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
外
的
な
形
態
に
着
目
し
、
公
家
文
書
や
寺
社
文
書
あ
る
い
は

地
域
の
民
衆
世
界
に
残
さ
れ
た
文
書
史
料
と
あ
わ
せ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
家
文

書
の
作
成
・
保
存
・
機
能
が
も
つ
社
会
的
影
響
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
モ
ノ
と
し
て

の
機
能
や
伝
来
理
由
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
武
士
あ
る
い
は
武
家
の
表
象
と
し
て

の
文
書
（
た
と
え
ば
威
信
財
）
と
い
う
視
点
を
導
入
し
、
文
書
以
外
の
史
資
料
（
武

器
武
具
・
絵
画
・
和
歌
資
料
・
茶
道
具
・
華
道
資
料
な
ど
）
と
の
関
係
構
造
を
検
討

す
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
蓄
積
の
薄
い
中
近
世
の
漆
紙
文
書
な
ど
の
考
古

資
料
も
検
討
材
料
と
し
て
重
視
す
る
。

研
究
の
体
制
と
し
て
は
、
本
館
が
所
蔵
す
る
中
世
・
近
世
の
武
家
文
書
等
を
中
核

と
し
つ
つ
も
、
人
間
文
化
研
究
機
構
内
の
研
究
機
関
は
も
と
よ
り
、
国
内
の
歴
史
博

物
館
と
の
協
業
に
よ
り
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
資
料
の
集
成
と
検
討
の
体
制
を
作
り
た

い
。
あ
わ
せ
て
、
本
館
を
含
む
全
国
の
歴
史
系
博
物
館
・
資
料
館
が
抱
え
る
文
書
展

示
の
困
難
性
を
打
開
す
る
た
め
に
、
情
報
工
学
等
と
の
連
携
を
含
め
て
、
新
た
な
文

書
展
示
の
方
法
を
開
拓
す
る
こ
と
も
模
索
し
た
い
。

研
究
期
間

二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
〇
年
度

研
究
組
織

大
友
一
雄　

　

国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部　

　

久
留
島
典
子　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

近
藤
好
和　

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
客
員　

　
　
　
　
　

佐
伯
真
一　

　

青
山
学
院
大
学
文
学
部

佐
藤
宏
之　

　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部　

　
　
　

髙
久
智
広　
　

神
戸
市
立
博
物
館

高
橋
裕
次　
　

東
京
国
立
博
物
館　
　
　
　
　
　

富
田
正
弘　
　

学
識
経
験
者

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部

前
嶋　

敏　
　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館　
　
　
　

青
山
宏
夫　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

安
達
文
夫　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部　
　
　
　
　
　
　
　

岩
淵
令
治　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

井
原
今
朝
男　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
純
一　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

久
留
島
浩　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部　
　
　
　
　
　
　
　

○
小
島
道
裕　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

◎
高
橋
一
樹　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

工
藤
航
平　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

西
山　

剛　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

三
野
行
徳　

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

菱
沼
一
憲　

　

國
學
院
大
学
文
学
部　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
協
力
者

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

恵
美
千
鶴
子　

東
京
国
立
博
物
館

佐
藤
宏
之　

　

一
橋
大
学
社
会
学
部
（
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
共
同
研
究
員
）

高
橋　

修　
　

茨
城
大
学
人
文
学
部

長
谷
川
伸　

　

新
潟
市
歴
史
博
物
館

澤
田
和
人　

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

湯
浅
治
久　

　

市
立
市
川
歴
史
博
物
館

平
川　

新　
　

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

◎
は
研
究
代
表
者　

○
は
研
究
副
代
表
者
（
所
属
は
二
〇
一
〇
年
度
）
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［共同研究の経過と概要］……高橋一樹

研
究
会
お
よ
び
展
示
・
資
料
調
査
の
経
過

研
究
会

◇
第
一
回
研
究
会　

二
〇
〇
八
年
七
月
一
四
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
共
同
研
究
の
開
始
に
あ
た
っ
て
」

　

髙
久
智
広
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
本
多
家
文
書
に
つ
い
て
」

　

小
島
道
裕
「
館
蔵
『
対
馬
番
家
（
小
宮
家
）
文
書
』『
石
見
亀
井
家
文
書
』『
越
前

島
津
家
文
書
』
解
説
」

◇
第
二
回
研
究
会　

二
〇
〇
八
年
七
月
一
九
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
共
同
研
究
の
目
的
と
研
究
計
画
」

◇
第
三
回
研
究
会　

二
〇
〇
八
年
九
月
一
一
日　

於
東
京
国
立
博
物
館
（
人
間
文
化

研
究
機
構
連
携
研
究
「
武
士
関
係
資
料
の
総
合
化
」
と
合
同
）

　

高
橋
裕
次
「
東
京
国
立
博
物
館
の
歴
史
展
示
に
つ
い
て
」

　

恵
美
千
鶴
子
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
生
人
形
に
つ
い
て
」（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
）

◇
第
四
回
研
究
会　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

髙
久
智
広
「「
本
多
家
文
書
」
に
関
す
る
覚
書—

役
職
補
任
と
の
関
係
か
ら—

」

　

全
体
討
論
「
本
多
家
文
書
」
文
書
群
の
概
要
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

◇
第
五
回
研
究
会　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
七
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
中
世
武
家
文
書
の
保
存
と
廃
棄
」

◇
第
六
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
三
月
七
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

近
藤
好
和
「
武
士
と
戦
闘
」

　

安
達
文
夫
「
文
献
史
料
を
使
っ
た
歴
史
展
示
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
応
用
」

　

菱
沼
一
憲
「
中
世
前
期
に
お
け
る
「
武
士
」
の
用
法
」

◇
第
七
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
六
月
一
三
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

髙
久
智
広
「
本
多
家
文
書
に
み
る
旗
本
家
文
書
の
資
料
的
特
質
」

　

佐
藤
宏
之
「
近
世
大
名
の
改
易
・
再
興
と
モ
ノ
」（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

コ
メ
ン
ト　

久
留
島
浩
・
高
橋
一
樹

◇
第
八
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
企
画
展
示
構
成
案
に
つ
い
て
」

◇
第
九
回
研
究
会　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
・
一
二
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館

　

高
橋　

修
「「
川
中
島
合
戦
図
屏
風
」
と
越
後
流
軍
学
」（
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

長
谷
川
伸
「
戦
国
武
士
の
転
身
と
軍
学
」（
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
「
出
陣
次
第
に
つ
い
て
」

◇
第
一
〇
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
一
月
九
・
一
〇
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
企
画
展
示
構
成
案
に
つ
い
て
」

　

井
原
今
朝
男
「
結
城
合
戦
絵
詞
に
つ
い
て
」

◇
第
一
一
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
〇
・
二
一
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館

　

澤
田
和
人
「
女
性
の
小
袖
意
匠
に
み
る
公
家
と
武
家
」（
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

大
久
保
純
一
「
錦
絵
に
み
る
川
中
島
合
戦
」

　

富
田
正
弘
「
武
家
文
書
と
料
紙
」

◇
第
一
二
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
五
月
一
五
日
・
一
六
日　

於
新
潟
県
立
歴
史
博

物
館

　

湯
浅
治
久
「
中
世
武
士
と
寺
院
に
関
す
る
議
論
と
史
料
」（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　

久
留
島
典
子
「
益
田
家
文
書
を
活
用
し
た
由
緒
論
的
展
示
に
つ
い
て
」

　

菱
沼
一
憲
「
戦
功
認
定
文
書
の
通
史
的
展
示
に
つ
い
て
」

　

全
体
討
論　

企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
」
展
示
資
料
全
点
の
趣
旨
説
明
と
検

討
◇
第
一
三
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
七
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

展
示
批
評　

平
川　

新
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）

◇
第
一
四
回
研
究
会　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
・
二
六
日　

於
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
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全
体
討
論　

企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
」
お
よ
び
総
合
展
示
1
室
・
2
室
・

3
室
・
5
室
に
お
け
る
関
連
展
示
・
特
集
展
示
の
自
己
批
評
と
展
示
の
成
果
・

課
題
に
つ
い
て

◇
第
一
五
回
研
究
会　

二
〇
一
一
年
一
月
三
〇
日　

於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

高
橋
一
樹
「
企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
」
を
通
し
て
み
た
成
果
と
課
題
」

　

小
島
道
裕
「
武
士
関
係
資
料
の
分
類
に
関
す
る
再
検
討
」

　

全
体
討
論　

共
同
研
究
の
成
果
・
反
省
と
研
究
報
告
特
集
号
へ
の
集
約
に
つ
い
て

展
示
・
資
料
調
査

◇
展
示
史
料
調
査
①
「
戦
国
武
将
か
ら
の
手
紙
」
展

　

二
〇
〇
八
年
九
月
二
八
日　

於
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

◇
展
示
史
料
調
査
②
「
戦
国
大
名
後
北
条
氏
と
そ
の
文
書
」
展

　

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
五
日　

於
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

◇
展
示
史
料
調
査
③
「
江
戸
の
武
士
と
釣
り
文
化
」
展
お
よ
び
江
戸
の
復
元
的
展
示

　

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日　

於
中
川
船
番
所
資
料
館
、
深
川
江
戸
資
料
館
・
江

戸
東
京
博
物
館

◇
展
示
史
料
調
査
④
「
郷
土
の
雄
・
熊
谷
次
郎
直
実
展
」
展
・「
日
本
刀
は
語
る
」

展

　

二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
四
日　

於
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
、
群
馬
県
立
歴
史
博
物

館
◇
展
示
史
料
調
査
⑤
「
誕
生　

武
蔵
武
士
」
展

　

二
〇
〇
九
年
三
月
一
日　

於
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

◇
展
示
史
料
調
査
⑥

　

二
〇
一
〇
年
三
月
一
七
日　

於
國
學
院
高
等
学
校
日
本
文
化
史
資
料
室

◇
展
示
史
料
調
査
⑦
「
雑
兵
物
語
の
世
界
」
展

　

二
〇
一
〇
年
三
月
二
六
日　

於
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

◇
資
料
調
査

　

二
〇
〇
九
年
二
月
一
日　

鈴
木
家
文
書
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
の
原
本
調
査
・
撮

影

　

二
〇
一
〇
年
二
月
六
・
七
日　

彦
部
家
文
書
（
群
馬
県
桐
生
市
）
の
原
本
調
査
・

撮
影

　

二
〇
一
〇
年
五
月
一
五
・
一
六
日　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
新
潟
県
長
岡
市
）

「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
原
本
お
よ
び
紀
州
本
川
中
島
合
戦
図
屏
風
複
製
の
熟
覧

研
究
の
概
要

本
研
究
は
展
示
型
共
同
研
究
と
し
て
館
内
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
研
究

活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
の
要
素
を
多
分
に
含
む
が
、
研
究
期
間
三
年
目

の
秋
ま
で
は
企
画
展
示
準
備
を
主
た
る
方
法
と
す
る
共
同
研
究
と
い
う
性
格
づ
け
と

し
、
展
示
オ
ー
プ
ン
以
後
か
ら
実
際
の
展
示
空
間
・
資
料
を
活
用
し
た
狭
義
の
共
同

研
究
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
の
研
究
者
も
含
め
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

二
〇
一
〇
年
秋
の
企
画
展
示
開
催
ま
で
を
共
同
研
究
の
な
か
で
の
展
示
準
備
研
究

と
位
置
づ
け
、
よ
り
狭
義
の
共
同
研
究
を
展
示
開
催
中
か
ら
の
約
半
年
間
と
割
り
切

っ
て
設
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
活
動
の
計
画
性
が
高
ま
り
、
か
つ

各
年
度
の
目
標
も
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
研
究
方
法
上
の
特
色
と
し
て
、
本
館
等
で
の
研
究
会
や
熟
覧
的
手
続

き
の
要
す
る
資
料
調
査
と
は
別
に
、
関
東
圏
の
博
物
館
・
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る
武

士
・
武
家
関
係
資
料
の
企
画
展
示
・
特
別
展
を
随
時
見
学
し
、
展
示
資
料
の
み
な
ら

ず
展
示
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
機
会
を
積
極
的
に
も
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
一
年
目
は
、
武
士
・
武
家
の
関
係
資
料
を
ど
の
よ
う
に
資
料
論
的
に
把
握
す

る
か
に
つ
い
て
、
文
書
・
典
籍
・
武
器
武
具
・
絵
画
・
諸
道
具
な
ど
の
よ
う
に
、
学

問
分
野
や
研
究
方
法
に
立
脚
し
た
即
物
的
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
分
類
で
は
な
く
、

現
代
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
通
時
的
な
機
能
の
観
点
か
ら
、

①　

武
士
・
武
家
に
よ
る
自
己
表
象　

②　

武
士
・
武
家
以
外
の
他
者
に
よ
る
表
象
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と
い
う
類
型
立
て
を
作
業
仮
説
と
し
て
提
起
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
連
携
研
究
「
武
士
関
係
資
料
の
総
合
化
」
と
の

合
同
の
研
究
会
・
資
料
調
査
お
よ
び
討
論
を
経
て
、
そ
こ
に
資
料
が
生
成
さ
れ
る
動

機
の
変
化
や
伝
来
形
態
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
多
次
的
な
機
能
の
変
容
と

い
っ
た
、
資
料
を
め
ぐ
る
歴
史
的
動
態
を
組
み
込
む
た
め
に
時
間
軸
を
導
入
し
、

ア
、
同
時
代

イ
、
後
世

の
軸
で
把
握
す
る
方
法
が
提
案
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
同
時
代
」
と
「
後
世
」

と
い
う
時
間
軸
は
絶
対
的
か
つ
静
態
的
な
区
分
で
は
な
く
、
可
変
性
を
と
も
な
う
重

層
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
時
期
区
分
の
変

動
を
規
定
す
る
要
素
の
具
体
的
検
出
が
も
と
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、上
記
に
加
え
て
、

通
時
的
な
資
料
の
量
的
推
移
も
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
次
元
に
よ
る
武
士
関

係
資
料
の
動
態
を
可
視
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

武
士
・
武
家
関
係
資
料
の
総
体
を
十
分
に
掴
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
現
実

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
存
在
す
る
（
存
在
し
た
）
資
料
の
立
ち
位
置
を
理
論
的

に
整
理
・
把
握
す
る
仮
説
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、

関
東
圏
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
展
示
の
見
学
を
重
ね
る
な
か
で
、
中
世
と
近

世
を
通
じ
た
武
家
の
家
伝
資
料
群
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
研
究
史
の
レ

ビ
ュ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
想
定
を
超
え
る
事
例
が
、
具
体
的
な
素
材
（
資
料
群
）
の
裏

付
け
を
も
っ
て
獲
得
で
き
、
そ
の
実
際
の
展
示
（
現
代
に
お
け
る
歴
史
研
究
に
裏
付

け
ら
れ
た
表
象
）
方
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
展
示
の
現
場
で
議
論
す
る
こ
と
が
で

き
た
点
も
重
要
で
あ
る
。

つ
づ
く
二
年
目
は
、
武
士
の
実
像
を
表
現
す
る
武
器
・
武
具
の
通
史
的
展
示
に
関

す
る
報
告
と
議
論
を
中
心
と
し
た
研
究
会
と
、
展
示
構
成
案
の
報
告
と
議
論
を
行
う

企
画
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
と
合
同
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
群
馬
県
桐
生
市
の
彦
部
家
資
料
お
よ
び
同
家
住
宅
の
個
別
調

査
を
実
施
し
、
本
研
究
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
す
る
企
画
展
示
で
の
活
用
を
含
め

て
検
討
し
た
。
こ
の
間
の
活
動
を
通
じ
て
、
本
研
究
の
研
究
目
的
に
あ
る
、
中
世
と

近
世
を
通
じ
た
武
士
と
武
家
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
と
表
象
論
的
研
究
を
総
括
す

る
分
析
視
角
と
し
て
、
武
士
・
武
家
に
か
か
わ
る
多
様
な
資
料
の
機
能
と
そ
の
多
次

的
変
容
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
を
各
時
期
の
社
会
的
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
作
業

を
意
識
的
に
進
め
た
。

三
年
目
は
本
研
究
の
も
っ
と
も
重
要
な
研
究
方
法
の
柱
で
あ
る
企
画
展
示
の
開
催

準
備
と
実
際
に
展
示
空
間
と
資
料
を
使
っ
た
研
究
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
た
。

過
去
二
年
間
の
蓄
積
を
ふ
ま
え
て
、
企
画
展
示
の
準
備
と
実
際
の
展
示
を
使
っ
た

独
自
な
研
究
方
法
を
と
り
う
る
最
終
年
度
で
あ
り
、
年
度
当
初
に
資
料
論
的
な
観
点

か
ら
展
示
を
構
成
す
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

①　

中
世
と
近
世
を
一
貫
さ
せ
た
視
座
の
確
保
。
と
く
に
時
代
間
の
連
続
と
断
絶

の
両
面
に
留
意
す
る
。

②　

資
料
（
群
）
の
機
能
と
そ
の
変
化
、
つ
ま
り
資
料
が
生
成
さ
れ
存
在
し
て
い

く
こ
と
の
意
味
を
問
う
。

③　

自
己
表
象
と
他
者
表
象
（
後
世
の
武
士
に
よ
る
前
代
の
武
士
に
対
す
る
表
象

を
も
含
む
）
の
分
別
と
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
相
の
追
究
を
行
う
。

④　

各
分
野
ご
と
の
資
料
に
お
け
る
武
士
の
固
有
性
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

⑤　

武
士
個
人
（
男
）
と
武
家
（
男
と
女
）
の
区
別
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
組

み
込
ん
だ
分
析
。

⑥　

武
士
の
存
在
理
由
と
そ
の
表
象
の
あ
り
方
を
国
際
関
係
の
文
脈
の
な
か
で
検

証
す
る
。

⑦　

武
士
階
級
内
部
の
階
層
的
秩
序
、
と
く
に
「
差
別
」
の
実
態
を
資
料
に
即
し

て
掘
り
起
こ
す
。

⑧　

生
活
史
の
視
点
を
保
持
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
衣
・
食
・
住
の
具
体
像
に
配

慮
す
る
。 

以
上
の
八
点
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
各
分
野
ご
と
に
縦
割
り
の
研
究
対
象
と
さ
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れ
て
き
た
文
献
資
料
・
武
器
武
具
資
料
・
美
術
資
料
・
考
古
資
料
な
ど
を
武
家
関
係

資
料
（
群
）
と
し
て
総
合
化
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
展
示
趣
旨
の
概
要
を

示
す
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
武
士
を
描
く
・
武
士
が
書
く
」
に
つ
づ
き
、「
戦
い
の
か
た
ち
」

「
武
家
の
ひ
ろ
が
り
」「
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
軍
学
者
」「
文
武
両
道
」の
四
テ
ー
マ
に
、

武
士
身
分
の
消
滅
し
た
近
代
以
降
に
も
論
及
す
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
「
武
士
の
消
滅
と

新
し
い
「
武
士
道
」」
を
配
し
た
構
成
の
も
と
、
武
士
・
武
家
の
社
会
的
機
能
と
そ

の
変
質
、
生
活
史
、
そ
し
て
武
士
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
と
そ
の
歴
史
的
背
景
や
メ
デ
ィ

ア
の
特
色
を
中
心
に
学
際
的
な
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
総

頁
二
一
三
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
展
示
解
説
図
録
を
編
集
・
刊
行
し
た
。

武
士
の
多
様
性
や
時
代
的
特
質
を
示
す
こ
と
か
ら
「
武
士
と
は
な
に
か
」
と
い
う

基
本
的
な
問
題
設
定
の
有
効
性
を
問
い
か
け
た
企
画
展
示
で
は
、
資
料
の
総
合
化
と

そ
の
機
能
の
変
遷
を
軸
と
す
る
コ
ー
ナ
ー
設
定
と
資
料
配
置
が
お
お
む
ね
好
評
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
中
世
と
近
世
の
協
業
に
よ
っ
て
長
い
時
間
軸
を
扱
い
な
が
ら
武
士

イ
メ
ー
ジ
の
創
作
を
も
対
象
に
し
た
こ
と
で
、
偽
文
書
や
系
図
、
由
緒
書
、
文
学
作

品
、
軍
学
資
料
、
錦
絵
な
ど
の
資
料
的
性
格
と
相
互
関
係
が
展
示
に
よ
っ
て
可
視
化

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
史
料
と
し
て
の
研
究
を
活
性
化
さ
せ
る
う
え
で
一
定
の
問
題
提
起

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
（
群
）
が
生
成
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
自
体
の
慎
重
な
検

討
と
、
そ
れ
に
即
し
た
資
料
の
配
列
や
そ
の
解
説
（
共
同
研
究
員
＝
展
示
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
に
よ
る
展
示
場
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
）
は
、
文
書
を
中
心
と
し
た

文
字
資
料
の
難
解
な
読
解
と
そ
の
内
容
理
解
を
「
強
要
」
し
て
き
た
従
来
の
文
書
展

示
に
反
省
を
迫
り
、
必
ず
し
も
文
字
読
解
を
必
要
と
し
な
い
展
示
方
法
の
開
拓
に
大

き
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。
衣
・
食
・
住
の
生
活
史
に
つ
い
て
も
、
屋
敷
・
館
（
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
）
の
枠
組
み
の
も
と
に
資
料
群
を
組
織
し
、
考
古
学
の
成
果
を
取
り
入

れ
た
屋
敷
じ
た
い
の
時
代
変
化
と
組
み
合
わ
せ
て
展
示
し
た
。

中
世
と
近
世
を
結
ん
だ
資
料
内
在
的
な
共
同
研
究
に
は
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て

お
り
、
近
世
以
降
に
お
け
る
武
士
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
も
密
接
不
可
分
に
か
か
わ
っ

（
武
蔵
大
学
人
文
学
部
）

て
、
近
世
末
期
の
再
軍
備
の
時
期
に
武
器
武
具
資
料
や
戦
功
認
定
文
書
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
群
に
お
い
て
中
世
へ
の
回
帰
、
中
世
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
呼
び
出
さ
れ
て

実
体
化
す
る
現
象
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
論
理
化
す
る
作
業
は
今

後
の
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
士
を
本
質
と
す
る
武
士
の
存
在
理
由
と
も
か
か
わ

る
番
役
の
通
史
的
検
討
や
、
武
芸
の
担
い
手
に
関
す
る
社
会
的
広
が
り
の
追
究
と
そ

の
歴
史
的
評
価
の
問
題
な
ど
も
残
さ
れ
た
。
と
く
に
最
後
の
論
点
は
、
平
川
新
氏
に

よ
る
展
示
批
評
〔『
歴
博
』
一
六
五
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
〕
で
も
強
く
指
摘
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

歴
史
展
示
と
い
う
現
代
に
お
け
る
表
象
手
法
の
研
究
に
関
連
し
て
、
歴
博
で
は
は

じ
め
て
資
料
原
本
の
代
替
物
と
し
て
戦
国
合
戦
図
屏
風
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
展
示
し
た
の
を
は
じ
め
、
展
示
箇
所
以
外
の
資
料
内
容
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
設
置
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
はiPad

の
導
入
も
あ
っ
て
観
覧

者
の
好
評
を
博
し
た
。
当
初
、
目
標
と
し
て
い
た
テ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

文
書
展
示
の
開
発
は
種
々
の
事
情
に
よ
り
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ゆ

る
複
合
文
書
の
理
解
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
き
わ
め
て
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
な
ど
が

議
論
さ
れ
、
そ
の
実
用
化
を
総
合
展
示
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

企
画
展
示
で
刊
行
し
た
展
示
解
説
図
録
に
は
論
考
編
を
掲
載
せ
ず
、
展
示
趣
旨
の

解
説
を
補
う
コ
ラ
ム
の
み
執
筆
・
掲
載
し
た
。
実
際
の
資
料
配
列
を
と
も
な
う
展
示

の
開
催
と
図
録
刊
行
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
本
研
究
（
企
画
展
示
を
含
め
て
）
を
通

し
て
得
ら
れ
た
上
記
の
よ
う
な
新
た
な
視
角
に
も
と
づ
い
て
共
同
研
究
員
等
が
各
自

で
論
考
に
ま
と
め
、
本
研
究
報
告
の
特
集
号
と
し
て
刊
行
す
る
。




